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B 38 洗濯および柔軟仕上げしたニットフラノの空げき構造と風あい
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　　目的　毛製品の家庭洗m取あつかい方法の適否判断の手がか!Jとして空Irfき構造と風あい変化を検討

した。

　　方法　起毛あみ地（ニットフラノ）の洗濯機洗いヽ手洗いお･iび柔軟仕上げ試布を試料とした。

（l)空げき構造:n－dodecane ほかを用い、平衡吸m法と遠心脱液法を組みあわせて1380U.以下の空げき量／

半径分布を、臨界圧法にi i)最大貫通空げき径を調べた。

(2)風あい判定：判定者lO名に£ る官能検査を行つ牝。

　　結果　（i）洗濯機洗゛試布は原布に較⌒゛空げき半径lOOOﾉμ近傍の空げき量増加を認めたが、手洗い（中性

洗剤）試布セはこの径域の空げき量変化が少々い。

（2）洗m機洗い（弱アルカリ性洗剤）試布は柔軟仕上げによO 1000 M付近の空げき量増分を減少さ-a:たがヽ

洗濯機洗い（水）試布では同じ効果は認められたい。

(3）原布の小径域に戸）の空げき量ピークはヽ洗濯機洗゛試布ではlO戸付近に移行した。手洗゛試布では

|B]i 5 にio戸域に移行するがヽそのピーi>空げき量は減少しヽ空げきが10～1ﾉ^の径域に分散する・

(4）風あい判定では、「攻めらかさ（触感）」k: 訟いて空げき構造と対応する差異を見出した。


